
■市の考える景観の形成
参考資料２

■都市核地区に係る地区計画（建築物等に関する事項）

＜参考＞モノレール延伸後の沿道イメージ

低層住宅

沿道型店舗

【都市核周辺の沿道】 【一般沿道区間】

モノレール駅
モノレール軌道

■市の考える望ましい新青梅街道沿道地区のまちづくり

高さ制限

25m

6.7 階程度の
中層の高さま
でとする。

建築物等の形態
又は色彩その他
の意匠の制限

屋根及び外壁又は

これに代わる柱の色

彩は、景観に配慮

し、刺激的な原色を

避けた周辺環境と調

和したものとする

壁面の位置の制限

建物の外壁は道路境界線
から 1.5m 以上離す。

垣又はさくの構造の制限

生け垣又は透視可能なフェンス等とする。
（地面からの高さが 60cm 以下のものにあっ
てはブロック等でもよい。）

壁面の位置の制限

一定距離の壁面の後退を行
い、歩行者に対して圧迫感の
ないよう配慮する。

垣又はさくの構造の制限

都市核地区と同じ内容とし、沿道全体
に統一感を持たせる。

●サブ核や将来モノレールの駅が想定される地域においては、活用するエリアとして都市核地区

と同等程度の計画とし、その他の地域においては、全体的に建物の高さやボリュームを抑えて
いきたいと考えています。

●後背地の環境に配慮したものとしたいと考えています。
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高さの制限

高さ 10m まで
建築可能。

高さの制限

サブ核や将来モノレールの駅が想
定される地域においては、都市核
地区と同等程度とし、その他の地
域においては、３～５階程度の中
低層の高さまでとする。
後背地の環境に配慮する。

建築物等の形態又は
色彩その他の意匠の
制限

都市核地区と同じ内
容とし、沿道全体に統
一感を持たせる。

6m程度

14m程度

11m程度

11m程度

高さの制限

高さ25mまで建
築可能。
(6、7 階程度の
中層の高さま
でとする。)

建築物等の形態
又は色彩その他
の意匠の制限

屋根及び外壁等
の色彩は、景観に
配慮し、刺激的な
原色を避けた周
辺環境と調和した
ものとする。
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